『國民新報』1940年1月14日　
[主張]　小學校の先生方へ

　今 (いま)筆 (ひつ)者 (しや)は若 (わか)い一人 (ひとり)の男 (だん)子 (し)と一人 (ひとり)の女 (じよ)子 (し)を眼 (め)の前 (まへ)に描 (えが)いてこの文 (ぶん)を草 (そう)する。この二人 (ふたり)は何 (いづ)れも二十二三の小 (せう)學 (がく)校 (かう)の先 (せん)生 (せい)である。そして結 (けつ)婚 (こん)間 (ま)際 (ぎは)で、それぞれ縁談 (えんだん)が進 (すす)んで居 (ゐ)る最 (さい)中 (ちう)であり、この結 (けつ)婚 (こん)と云 (い)ふ現 (げん)實 (じつ)の問題 (もんだい)にぶつかつて、非常 (ぜう)に大 (おほ)きな煩 (はん)悶 (もん)に陥 (おちい)つたのだ。獨 (どく)身 (しん)者 (しや)である間 (あいだ)は僅 (わづ)かの俸 (ほう)給 (きう)で大 (たい)した不 (ふ)自 (じ)由 (いう)はなかつた。よしや不 (ふ)自 (じ)由 (いう)があつたにしても、それは一人者 (ひとりもの)の氣樂 (きらく)さで、笑 (わら)つてのけることも出來 (でき)るけれども、いざ家 (か)庭 (てい)を持 (も)つ段 (だん)になるとさう[は]行 (ゆ)かない。男 (おとこ)の方 (ほう)から見 (み)れば可 (か)愛 (あい)い妻 (つま)に不 (ふ)自 (じ)由 (いう)な思 (おも)ひはさせたくない、生 (うま)れる子供 (こども)達にも襤褸 (ぼろ)は纏 (まと)はせたくない。末 (すえ)々の教 (けう)育 (いく)のことなども氣 (き)遣 (つか)はれる。
　そこであなた方 (がた)は生 (せい)活 (くわつ)の方 (ほう)向 (こう)轉 (てん)換 (くわん)を考 (かんが)へることゝなる。一言 (げん)にして云 (い)へばもつと金 (かね)の這入 (はい)る職 (しよく)業 (げう)が欲 (ほ)しくなるのだ。そして多 (おほ)くは無 (む)理 (り)をしてまで上 (じやう)級 (きう)學 (がく)校 (こう)へ行 (ゆ)かうとするのである。上 (じやう)級 (きう)學 (がく)校 (こう)を出 (で)ればもつと好 (い)い月 (げつ)給 (きう)が貰 (もら)へて妻 (つま)や子 (こ)に不 (ふ)自 (じ)由 (いう)をさせずに濟 (す)むだらうと思 (おも)ふのだ。これは一應 (おう)肯 (うなづ)づけることであつて誠 (まこと)に同 (どう)情 (ぜう)に堪 (たん)へない。今日 (こんにち)のやうな小 (せう)學 (がく)教 (けう)員 (ゐん)の待遇 (たいぐう)では誠 (まこと)に氣 (き)の毒 (どく)なことである。
　さて、是 (こゝ)に於 (お)いて一言 (げん)申 (もうし)上 (あ)げ[た]いのだ。それは、あなた方 (がた)は人 (じん)生 (せい)をどう見 (み)て居 (ゐ)るか、そして小 (せう)學 (がく)校 (こう)の教 (けう)員 (ゐん)と云 (い)ふ職 (しよく)をなんと心 (こころ)得 (え)て居 (ゐ)るかと云 (い)ふことである。
　富 (とみ)が慾 (よく)づくで求 (もと)め得 (え)られるものならば、世 (よ)に貧 (まづ)しきものは居 (ゐ)ないであらう。かの數 (かず)限 (かぎ)りなき貧 (まず)しき老 (ろう)人 (じん)達は何 (いづ)れも一生 (せう)涯 (がい)を慾 (よく)を追 (お)うて暮 (くら)したものなのだ。又 (また)假 (かり)に富 (とみ)が慾 (よく)づくで、追及 (ついきう)して得 (え)られるものであるにしても、富 (とみ)が果 (はた)して安心立命 (あんしんりつめい)と所謂 (いはゆる)幸福 (こうふく)とを齎 (もたら)す絶 (ぜつ)對 (たい)的 (てき)なものであらうか。世 (よ)には貧 (まづ)しくて不 (ふ)幸 (こう)なものよりも、富 (と)めるが故 (ゆえ)に不 (ふ)幸 (こう)なものが多 (おほ)いと云 (い)ふ事 (じ)実 (じつ)をはつきりと認識 (にんしき)しなければならない。　
　人 (にん)間 (げん)の本 (ほん)道 (どう)は與 (あた)へられたるつとめに力 (ちから)を罩 (こ)めていそしむことだ。田 (た)を耕 (たがや)す牛 (うし)は決 (けつ)して飢 (う)ゑることはない。自 (じ)分 (ぶん)の正 (せい)業 (げう)のために魂 (たましい)を打 (う)ち込 (こ)んで居 (ゐ)る者 (もの)に、決 (けつ)して、決 (けつ)して衣 (い)食 (しよく)に窮 (きう)する様 (よう)なことはないのだ。それは、この世 (よ)は神 (かみ)の摂 (せつ)理 (り)し給 (たま)ふ世 (よ)であり、この國 (くに)は大君 (おおきみ)のしろしめす御 (み)國 (こく)であるからである。神 (かみ)を信 (しん)じ、大 (おお)君 (きみ)に頼 (たよ)りまつツて、與 (あた)へられたる職 (しよく)務 (む)のために一生 (せう)を捧 (さゝ)げる――誠 (まこと)を盡 (つく)して身 (み)も魂 (たましひ)も打 (う)ち込 (こ)むものならば、必 (かなら)ず、脱穎 (だつえい)のほまれもあることであらう。ましてや小 (せう)學 (がく)教 (けう)育 (いく)こそは、國 (こく)家 (か)のあらゆる部 (ぶ)門 (もん)の中 (なか)で尤 (もつと)も基 (き)本 (ほん)的 (てき)な職 (しよく)なるに於 (お)いてをやである。
　であるから、諸 (しよ)君 (くん)！どうしよう、妻 (つま)や子 (こ)を如何 (いか)にしやうなどゝ惑 (まど)ひ迷 (まよ)つてはならない、朝 (あさ)な夕 (ゆう)な、如何 (いか)にすればわが教 (おしへ)子 (こ)を克 (よ)く導 (みちび)かう、この國 (こく)民 (みん)をば神 (かみ)の子 (こ)に相應 (ふさ)はしく訓 (くん)育 (いく)し上 (あ)げやうと云 (い)ふことばかりに専念 (せんねん)せよ。何 (なに)を食 (く)ひ、何 (なに)を着 (き)よう、明日 (あす)のことを如何 (いか)にしやうか、鬱勃 (うつぼつ)たる功名 (こうみやう)心 (しん)は如何 (いか)に、など云 (い)ふことは凡 (すべ)て神 (かみ)に任 (まか)しまつれ。一つの仕 (し)事 (ごと)に全 (ぜん)生 (せい)命 (めい)を捧 (さゝ)げるものは、必 (かなら)ずや國 (こく)家 (か)の偉 (い)人 (じん)になることを信 (しん)ぜよ。
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